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導入 
Perplexity Patents は、AI を活用した特許検索ツールとして 2025 年 10 月 30 日にベータ版と
してリリースされました。このレポートでは、提供された URL に基づく公式情報から始め、
一般的な評判、専門家意見、従来ツールとの比較、機能のメリット/デメリット、導入事例、最
近の議論を分析します。データはウェブ検索、ブラウズ、X（旧 Twitter）の投稿から収集し、
2025 年 11 月 9 日時点の傾向をまとめます。全体として、ツールはイノベーションを促進する
存在としてポジティブに受け止められていますが、ベータ段階のため精度の検証が鍵となって
います。 
 

(1) 公式リリース日、主な機能、想定されるユースケース 
公式ブログ（https://www.perplexity.ai/ja/hub/blog/introducing-perplexity-patents）によると、
Perplexity Patents は 2025 年 10 月 30 日にベータ版としてリリースされました。主な機能は以
下の通りです： 
- 自然言語クエリ対応: キーワードや特殊構文不要で、日常語（例: 「AI を使った言語学習の
特許はあるか？」）で検索可能。 
- 会話型インターフェース: フォローアップ質問をコンテキスト維持し、関連トピックを提案。 
- 拡張検索: 特許文献を超え、学術論文、公的ソフトウェアリポジトリ、ブログ、動画、コー
ドを横断的に検索。関連用語（例: 「フィットネストラッカー」に対する「アクティビティバ
ンド」）を検出。 
- 代理研究システム: 複雑クエリをタスク分解し、エクサバイト規模の特許知識インデックス
でリアルタイム回答。インラインビューアーで原典リンクを提供。 
- アクセシビリティ: ベータ中は無料（Pro/Max サブスクライバーは追加クォータと設定オプ
ション）。 
 
想定ユースケースは、エンジニア、研究者、特許実務家、ビジネスリーダーが IP（知的財産）
インテリジェンスに迅速アクセスし、イノベーションを支援するもの。従来のツールが硬直的
だったのに対し、関連発明を広範に発掘し、トレンド把握を容易にします。 
 



(2) リリース以降の一般的な評判、ユーザー口コミ、メディアレビュー 

リリースから約 10 日経過した時点で、評判は主に初期の興奮とポジティブなフィードバック
が中心です。Trustpilot や Product Hunt では Perplexity 全体のレビューが混在し、ユーザー体
験の失望（例: サポート不足、プライバシー懸念）が指摘されますが、Patents 特有のものは少
ない。 PCMag や The Verge のメディアレビューでは、「特許の難解な言語を自然言語クエリ
で突破し、研究を容易に」と高評価。 Reddit や LinkedIn のユーザー口コミでは、「IP を民主
化する革新的ツール」との声が多いが、具体的な使用体験は限定的。 
 
X の投稿では、日本語圏を中心に「自然言語で特許壁を探せる」「起業・研究に有用」との好意
的な反応が見られます。 全体傾向として、ポジティブ（80%程度）が優勢ですが、長期使用レ
ビューが不足し、信頼性への疑問も散見されます。 
 

#### (3) 専門家（弁理士、IP 担当者、技術研究者）の評価 
専門家からの評価は、ツールの可能性を認めつつ、慎重な姿勢が目立ちます。Medium の記事
では、弁理士が「要約は良いがニュアンスを平坦化し、法的検証必須」と指摘。 TechBuzz や
ThePromptBuddy では、IP 専門家が「デューデリジェンスや先行技術調査を加速」と肯定的
だが、ベータのためエラー可能性を警告。 法律事務所の視点では、「弁護士の代替ではなく補
助ツール」との分析が多い。 
 
X では、弁理士が「精度はいかに。レビューに期待」との投稿が見られ、研究者からは「特許
DB 接続の差別化」との議論。 傾向として、革新性を評価しつつ、人間検証の重要性を強調。 
 

(4) 従来ツール（Google Patents、J-PlatPat など）との比較 
比較記事（SourceForge、Slashdot）では、Perplexity Patents が自然言語と拡張検索で優位。 
Google Patents は無料アクセスを革新したが、キーワード依存で硬直的。Perplexity は「広い
ネットを張り、関連技術を検出」との評価。 J-PlatPat（日本特許庁ツール）との直接比較は少
ないが、商用 DB（例: Espacenet）と比べ、AI の文脈理解が強み。 
 
優位性: 速度、アクセシビリティ、横断検索。劣位: データ完全性（ベータ）、法的正確性で伝
統ツールに劣る可能性。 
 

(5) 機能（AI 検索精度、自然言語問い合わせ、要約、速度）の長所と



短所 
- 長所: 
  - AI 検索精度: 関連用語検出で従来のキーワードマッチを超え、先行技術を広範に発掘。 
  - 自然言語問い合わせ: 構文不要でアクセス容易、会話維持で効率化。 
  - 要約機能: 難解文書を簡潔にまとめ、インラインビューアーで原典確認可能。 
  - 検索速度: エクサバイトインフラでリアルタイム。 
 
- 短所: 
  - 精度: ベータで誤りや漏れの可能性、ニュアンス欠如。 
  - 自然言語: 複雑クエリで意図誤認のリスク。 
  - 要約: 法的ニュアンスを簡略化し、誤解招く。 
  - 速度: 大規模クエリでリソース依存、無料版のクォータ制限。 
 
議論では、メリットがイノベーション加速に寄与する一方、デメリットは専門検証で補うべき
とされます。 
 

(6) 導入事例と活用例 
具体事例はリリース直後で限定的ですが、TechBuzz では法律事務所が「先行技術調査や無効
資料調査で活用」と紹介。  Medium の例 : 発展途上国の子供が量子暗号特許を研究。 
OpenTools では、企業が会話型インターフェースでトレンド把握。 Perplexity Enterprise の法
律ユースケースとして、内部チームの効率化が示唆。 全体として、スタートアップや法律事務
所での採用が増えつつある。 
 

(7) リリース初期評価との比較と最近の議論 

初期（10 月 30 日頃）は「世界初の AI エージェント」との興奮が中心。 最近（2025 年 11 月）
の X やフォーラムでは、「使い方が分からない」「精度レビュー待ち」と実用的議論へ移行。 ア
ップデートは未確認だが、競合（例: リーガルテック社の類似ツール）と比較が増加。 新問題: 
特許 DB 接続の差別化疑問。 改善点: 自然言語の洗練。 
 

(8) 全体要約: 特許調査分野での位置づけ、革新性と実用性 
Perplexity Patents は、特許調査の民主化ツールとして受け入れられ始め、自然言語と AI で従
来の障壁を崩す革新性が評価されています。実用性は高く、研究・ビジネス効率化に寄与しま



すが、ベータのため精度検証と人間介入が不可欠。伝統ツールを超える潜在力を持ち、IP 分野
のゲームチェンジャーとしてポジティブな評判ですが、長期レビューで成熟度が問われます。 


